
はじめに
　杉榮は 年生誕百周年を迎えたが，早
世したこともあり今日ではほとんど忘れられ
た統計学者として扱われている ）。しかし，
彼は数少ない蜷川虎三の同時代的討論者であ
り，かつ先駆的批判者である。蜷川理論の再
検討が必要な今日，杉榮の貢献があらためて
評価されることになろう。あるいは，彼の呈
示した一つの体系は検討されるべき独自の現
代的価値を有しているように思われる。
　本稿は，杉榮にかかわる基本資料からおも
に伝記的な論点を整理・紹介するものである。
引き続き行われるべき，より史料批判的で分
析的な検討の基礎となることを期待している。
本稿もすでに何人かの会員のご協力の賜物で
あるが，さらに情報提供や意見交換をいただ
ければと考えている。

１　統計学研究の端緒
　杉榮は日本の統計（学）の鼻祖である杉亨
二（ － ）の四男（実子）の三男であ
る孫にあたるが，直接祖父の影響によって統
計学を志したのではなかった。東大在学中に
榮は中川小十郎（ － ）に招かれ，そ
の説得によって統計学研究を開始したとされ
る。榮への弔辞で中川は「祖父先生の統計学
を継承すべきことを要望し…榮君は私の意見
に従い其の研究を以て生涯の事業とすべきこ
とを了承」（知名会 ： ）したという。
このときに，榮は亨二の業績にあらためて思

い至ったようであるが，商科から統計学を専
攻へ転向を決意し，当時東大で統計学を担当
していた有澤廣巳（ － ）のもとへす
ぐに相談に訪れたようである（米沢 ）。

年 月付け中川宛の書簡では，「社会科
学」の基礎論として「唯物論と経験批判論」，
「反デューリング論」等を読了したことを述べ，
統計学についてはケトレーやとくに ．ジー
ジェクに言及して「明瞭に開けてくる統計学
の視野」（知名会 ： － ）と統計学研究
の進捗を書き送っている。さらに同年 月
付け同書簡では，ドイツ社会統計学における
方法論説対実体科学説を紹介・批判し，すで
に自説を論文にまとめたことを報告している
（同前： ）。榮の統計の議論に対応した中
川の学識も相当なものと知ることができる。
　立命館大学の創立者・総長として，また西
園寺公望（ － ）の腹心として知られ
ている中川小十郎が榮と接触した経緯は，先
の弔辞に見ることができる ）。この中で杉亨
二の統計上の貢献に詳細にふれたあと，中川
は東大在学中に亨二宅に寄寓していて，随時
統計について語られるのを聞いたという（知
名会 ： ）。中川としては，この関係
を契機にしつつ，自分の大学へ榮のような学
者を招きたいという経営上の考慮が働いたも
のと思われる。また，当時立命館大学におけ
る教員人事や科目編成に中川の意向が強く働
いていたことも推測される。京都の立命館へ
講師として赴任する直前の中川宛書簡では，
おそらく担当科目の打診と思われるものに対
し，榮は東大在学中に貨幣論や会計学も研究
したが，やはり統計学の講義担当を希望する
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旨返答しているが（知名会 ： ），中
川が杉亨二以来の統計学を榮に希望していた
とするとややちぐはぐな印象がある。ともか
く，中川との面談および統計学研究の開始の
時期は － 年のいずれの頃か未確定であ
る。（杉 ： ，米沢 ）。

２　立命館大学時代から応召，戦死へ
　いうまでもなく昭和初期は不況から戦時体
制への転換期であり，大学においても「学問
の自由」が危殆に瀕していた。このような時
期に，中川は東大でもっとも「左傾」を警戒
された有澤をおそらく実質的な指導教官とす
ることを榮に許容していることになる。さら
に，中川は榮の就職時には当時立命館で統計
学の講義を担当していた蜷川に対して交誼を
依頼している。蜷川虎三（ － ）は京
大助教授として有澤らと一時期をともにした
ベルリン留学から帰国，理論を体系化して一
連の著書を著したところであった。これに前
後して，河上肇の検挙があり，京大では文部
大臣鳩山一郎のもとで瀧川事件が起こり，西
園寺と中川は連袂辞任した法学部教官を立命
館にいったん招いている。榮の遺著の序文に
は，中川を別に三名に献辞がある（杉 同前）。
三名とは，当時すでにいわゆる「人民戦線事
件」での労農派「教授グループ」として大内
兵衛，高橋正雄らとともに起訴されていた（後
に無罪判決）有澤，蜷川，それに瀧川事件で
京大を退官して立命館大学に移った一人であ
る恒籐恭である（のちに大阪商科大学）。有
澤や恒籐，また関西在住の統計学者らとの榮
の関係は今後なお解明が待たれるところである。
　立命館大学講師として赴任した榮は精力的
に統計学研究を続け，大学紀要を中心に論文
を発表する（内容については次節参照）。日
本統計学会には 年に大内，有澤の紹介
で入会し， 年の第 回総会で統計的総体
に関して研究発表しているが（杉 ：
章），統計基礎論に関心のある聴衆少なく，

森田優三によるとそのせいもあって蜷川との
討論に余計力が入ったのではないかという
（知名会 ： ）。蜷川の回想においても，
榮が先の在学中の統計学論文を持参したとこ
ろから開始された日常的で熱心な討論の様子
が記されている（同前： ）。結局わずか
年程度の間に進展した研究成果は主著であり
遺著となる杉（ ）にまとめられる。学内
では， 年にいっきょに助教授，教授と
昇進し学内の種々の役職を経験している。
　この間，大阪統計談話会での交流も注目さ
れるが，本格的な議論を行う時間はもはや杉
には残されていなかった ）。松野竹雄（小島

； ）によると，小島勝治（ －
）は 年に丸山博，杉を紹介者とし

て日本統計学会に加入している。たとえば，
小島（ ）には杉の論文への言及が何カ所
かあり理論的影響がみられる。
　その後， 年 月に招集され，陸軍初年
兵の訓練を京都で受けている。 歳を過ぎ
た帝大出身の学者の応召がどれだけ一般的な
のか，また中川にしても回避できなかった（し
なかった）のかの疑問が残る。榮の葬儀が盛
大であったことも，彼の応召が特殊なケース
であることを示唆している。志願こそしてい
ないものの，第一次大戦時のマックス・ウェー
バー（ただし従軍できず）のように榮本人は
出征に積極的のように見える。反面，知名会
に収録されている彼の軍隊日誌では，「一兵
卒になれ」と入営に際して標語を掲げている
が，むしろ「一兵卒」ではありえない自らの
位置づけを表しているようである。同年 月
に榮の部隊は中国大陸の前線へ移動し，
月の江西省の山岳地帯での戦闘の際に左胸部
に銃創を得て戦死した（命日は祖父と同じ）。
部隊名や地名が一般的な資料では秘匿されて
いるので，杉の応召にかかわる事項を同定す
るのは今後の課題である。
　欧米の統計学の書籍を精読し繊細とも瑣末
主義とも見える研究を行い（次節参照），マ
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ルクス主義や自由主義の文献も人間関係も受
容している榮が，年齢的なハンディキャップ
を背負った上で，主体的であるかのように中
国大陸に「出征」することになった理由を説
明することがこの伝記上の一般的な研究課題
であろう。このことは，彼の場合にとどまら
ず，当時の知識人のさまざまな戦争・国策協
力や抵抗・転向の複合的な立場や行動を理解
する試みでもある。

３　理論統計学
　ここでは，杉榮の統計学理論にかかわる論
点を三点にしぼり試論的に紹介・批評する ）。

3.1　統計学の対象
　杉榮は，統計学の対象を大量観察法と統計
解析法とから構成される「統計的方法」とす
る立場を「一応独断的に」（杉 ： ）宣
言する。この点はジージェクやとくに蜷川自
身も認めるように「統計方法」に等しい。し
かし，このような著書の劈頭の留保は異様で
ある。この理由の一端は，おそらく有澤
（ ）と蜷川（ ）との間に位置取りをし
ようとする杉の立場に由来するものであろう。
両者とも統計学を方法論説としながら，内容
はかなり異なる。有澤と同じく，杉は，統計
（的）方法の対象に制限を設けない ）。しかし，
実質的な主張はかなり蜷川に接近している
（大屋 ）。
　杉の関心は対象を社会的なものに限定しな
い一般統計学の基礎付けにある。彼は蜷川が
統計学の方法的根拠やひいては統計学の体系
自体をその方法の対象である社会「大量」の
特質から説いていることを「あまりに大量的」
な議論として斥ける。つまり，方法論説であ
れば，方法それ自身の規定から出発すべきで，
対象から方法を規定するのは転倒していると
強く反対する。しかも，対象の社会性を認め
たとしても，そのことはすべての社会科学に
妥当し，統計学固有の規定にはなりえない，

というのが統計学の対象を社会に限定せず，
また社会から統計学をあえて基礎付けない杉
の議論である。
　通常，一般統計学の立場は数理統計学に帰
着するが，杉の場合は異なる。彼の統計的方
法は（悉皆）大量観察法と統計解析法とから
なり，ジージェクやとくに蜷川の「統計方法」
と類似する。彼はこれら二方法は継起的であ
るとするが，爾後の過程を支配する前半部分
の大量観察法論に彼の研究は集中しほぼ限定
される。蜷川の場合に後半部分の「統計利用
者」による「統計解析法」によって「統計方
法」が総括されるのとは対照的である。

3.2　統計的総体
　大量現象は思惟（理論）的にのみ規定され
るため，その現実的把握のされ方こそが統計
学に固有の方法論であるとする。統計的方法
の核心は，変異を伴う事象からなる大量現象
を「集団（全体）表章」のもとへまとめる具
体的・現実的な規定を与えること，つまり杉
の用語では「統計的総体」にある。統計的総
体の認識が大量観察の過程であり，標識は産
出される（構造的）統計表に対応する。リュー
メリン風の非類型的現象から出発している点
で，杉は有澤の「論理的総体」を踏襲してい
るようであるが，集団表章は実質科学から与
えられるとする点ではむしろ蜷川に近い。異
なるのは，蜷川が大量の四要素の理論的決定
と大量観察の四要素の一致という「真理の対
応」説（山田 ）を利用者の立場として
規範的に要求するのにたいし，杉は「統計的
総体」を調査における手続論の抽象化として
導出し，大量現象から統計表への認識上の「変
容」（大屋 ）を説いていることである
（「指導的統計家」の概念も抽象化されて必要
なくなるであろう）。
　大量観察の内容は，個別の観察単位につい
ての回答の集合である。観察単位では，集団
表象においては同一であるが，集団性（標識）
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においては偶有的でありかつその他の要素の
異同は捨象される。大量観察は手続論的には
集団性の方向に該当する単位の等質な とし
ての数え上げとなり，その結果作成される構
造統計表は数量的な概観を呈する。つまり，
理論的に規定された大量現象，大量観察法の
規定を受けた統計的総体，さらに結果として
得られた構造的統計表は各質的量的に異なる。
「大量観察法がその結果を数量的に表示する
といふ事の為に，必然的に方法それ自身の中
に内在せしめられている…かかる性質こそ統
計の魔術性の根源であ（る）」（杉 ： －
）。これによって，統計学は社会構成体 ）の
数量的側面を扱う，というような無規定な議
論はあらかじめ回避されることになる。

3.3　マイヤーと「公的統計」
　杉（ ： 章）はマイヤーの「行政統計」
論にかかわる直接の蜷川批判である。蜷川
（ ： － ）は 章 節「大量観察の意
義とその過程」で官庁統計のあり方を批判し，
その文末注 においてマイヤーの「統計的技
法」 などの概念が不明確で
結局は「官庁統計事務」に過ぎないとした。
これに対し杉は，マイヤーを誤読誤解してい
ると蜷川を強い調子で論難する。内海はこの
論点を蜷川に対する主要な批判とし ），蜷川
はマイヤーの著書の版の相違による記述の異
同を示して杉の批判が当たらないことを述べ
たという（内海 ）。
　この議論の重要性は，陰伏的ではあるが「公
的統計」の統計学上の位置づけにあると思わ

れる。蜷川理論では統計利用者の研究上の観
点が基準とされるため，現実の統計の存在自
体が解明され難い点に杉の批判の基本があっ
たのではないだろうか。

４　おわりに
　杉の議論には社会性は直接用いられていな
い。にもかかわらず「統計的総体」を媒介と
して統計の「被批判性」や「数量性」が導出
されている。そこには，社会統計学について
蜷川とは別の受容や展開があり得て，「統計
の真実性」の新たな可能性があるように思わ
れる。改正「統計法」はじめ，統計実践（大
屋）あるいは統計システム（池田）をめぐる
大きな変化が予想される今日，ある意味で身
をもって近代史を形成したその生涯とともに，
杉榮の「社会統計学」への貢献は先駆的な探
求として再評価されるべきであるように思わ
れる。
　…大量現象と統計的総体の統計学上における
本質的差異を大量観察法の対象において区別す
ることによって，われわれはいわゆる統計の欺
瞞生，虚偽性の根源さらに一般的にいえば「統
計の被批判性」の根源をばえぐり出すことがで
きる。統計の階級性，調査主体の恣意等につい
て統計学者たちは言及するが，かれらは統計の
階級性，調査主体の恣意がなぜ存在しうるかと
いうことを究明しない。たとえこれに論及する
としても，社会調査であること，すなわち対象
が社会的に規定せられたる集団であることにそ
の原因を帰着せしむるに過ぎない。杉（ ：
）

杉榮略年譜

明 　 杉亨二の四男，四郎の三男として東京小石川で出生
大 　 月 日祖父杉亨二死去
昭 　 早稲田中，水戸高校を経て東京帝大経済学部商学科卒業，同時に，結婚，かねて

より中川小十郎に請われ立命館大学に講師として赴任，その後経済学部教授
昭 　 応召，「理論統計学研究」出版， 月 日戦死（享年 歳，一等兵から兵長に特進），

その後立命館大学より経済学博士号（第 号）が授与される
昭 　 左京区葬，立命館学葬，現等持院墓地に埋葬。戒名は「殉国院正道日忠居士」
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注

）略年譜参照。なお，氏名，書籍等題名を除いて引用等は現代表記を用い，敬称等を略している。
杉亨二との区別が必要な箇所では杉榮を榮と表記する。
）榮の墓碑銘として一枚岩に刻み込まれて現存する。
）水谷二郎による（知名会 ： － ）。水谷の回想は理論的にもふみこんだ内容で，当時蜷
川説と杉説との対抗関係にかかわる議論が同会周辺でも起こっていたことが記されている。
）本節はおもに杉（ ），蜷川（ ），有澤（ ）に基づいているが，紙幅の関係で，引用以外
の参照箇所は省略する。ほぼ同様の主題が，大屋（ ， ， ）の三部作によって先駆的に
扱われている。また，本文では言及しないが，ドイツ社会統計学の検討において杉の業績にふれた
文献をリストに掲げた。
）前掲の榮の初期の読書リストは有澤（ ）の統計基礎論の文献に対応している。それらは有澤
や蜷川がベルリン留学時代に親しんだものであろう（加藤 ）。
）マイヤー（ ）の用語では社会構成 ではなく，社会構成体
をいう。
）内海（ ）はまた，杉（ ： 章）がフラスケンパーの論文の翻訳・紹介であることを非難
している。
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創刊のことば
　社会科学の研究と社会的実践における統計の役割が大きくなるにしたがって，統計にかんす
る問題は一段と複雑になってきた。ところが統計学の現状は，その解決にかならずしも十分で
あるとはいえない。われわれは統計理論を社会科学の基礎のうえにおくことによって，この課
題にこたえることができると考える。このためには，われわれの研究に社会諸科学の成果をと
りいれ，さらに統計の実際と密接に結びつけることが必要であろう。
　このような考えから，われわれは，一昨年来経済統計研究会をつくり，共同研究を進めてき
た。そしてこれを一層発展させるために本誌を発刊する。
　本誌は，会員の研究成果とともに，研究に必要な内外統計関係の資料を収めるが同時に会員
の討論と研究の場である。われわれは，統計関係者および広く社会科学研究者の理解と協力を
えて，本誌をさらによりよいものとすることを望むものである。
　　　　　 年 月

経 済 統 計 研 究 会

経 済 統 計 学 会 会 則
第 条　本会は経済統計学会（ ）という。
第 条　本会の目的は次のとおりである。

．社会科学に基礎をおいた統計理論の研究　　 ．統計の批判的研究
．すべての国々の統計学界との交流　　　　　 ．共同研究体制の確立

第 条　本会は第 条に掲げる目的を達成するために次の事業を行う。
．研究会の開催　　 ．機関誌『統計学』の発刊
．講習会の開催，講師の派遣，パンフレットの発行等，統計知識の普及に関する事業
．学会賞の授与　　 ．その他本会の目的を達成するために必要な事業

第 条　本会は第 条に掲げる目的に賛成した者をもって組織する。入会に際しては会員 名の紹介を必要とし，
理事会の承認を得なければならない。会員は所定の会費を納入しなければならない。

第 条　本会の会員は機関誌『統計学』等の配布を受け，本会が開催する研究大会等の学術会合に参加すること
ができる。
　前項にかかわらず，別に定める会員資格停止者については，それを適用しない。

第 条　本会に，理事若干名をおく。
　理事から組織される理事会は，本会の運営にかかわる事項を審議・決定する。
　全国会計を担当する全国会計担当理事 名をおく。
　渉外を担当する渉外担当理事 名をおく。

第 条　本会に，本会を代表する会長 名をおく。
　本会に，常任理事若干名をおく。
　本会に，常任理事を代表する常任理事長を 名おく。
　本会に，全国会計監査 名をおく。

第 条　本会に次の委員会をおく。各委員会に関する規程は別に定める。
．編集委員会　　　　　　　　　　 ．全国プログラム委員会　　 ．学会賞選考委員会
．ホームページ管理運営委員会　　 ．選挙管理委員会

第 条　本会は毎年研究大会および会員総会を開く。
第 条　本会の運営にかかわる重要事項の決定は，会員総会の承認を得なければならない。
第 条　機関誌の発行等に関する全国会計については，理事会が，全国会計監査の監査を受けて会員総会に報告し，

その承認を受ける。
第 条　会費は年額 円とする。但し，大学院生，その他理事会が適当と認めた会員については， 円とする。

　前項は年度途中で入会した者ならびに退会した者にも適用する。
第 条　本会会則の改正，変更および財産の処分は，理事会の審議を経て会員総会の承認を受ける。
付　則　 ．本会は，北海道，東北，関東，関西，九州に支部をおく。

．本会に研究部会を設置することができる。
．本会の事務所を東京都町田市相原 法政大学日本統計研究所におく。

年 月 日（ 年 月 日一部改正［最新］）
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